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2040年73%削減に向けて
2030年GHG排出46%削減から

西尾 匡弘
産総研エネルギー・環境領域

ゼロエミッション研究企画室
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各国のエネルギー起源CO2排出量の推移

出典：国際エネルギー機関(IEA) 「Greenhouse Gas Emissions from Energy」2024EDITIONを基に環境省作成

各国のCO2排出量は、1990年から現在にかけて大きく変化。世界のCO2排出削減には、主要排出国（中 国、

米国、インドなど）の取組が鍵を握る。

2015年のCOP21でパリ協定が採択。それまでの「京都議定書」とは異なり、先進国・途上国の区別なく、

すべてのパリ協定締約国（195カ国・地域）が、温室効果ガスの削減目標を策定した。

各国のエネルギー起源CO2排出量の比較
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世界の二酸化炭素排出量（2022年）

順位
1

国名 排出量＊ 割合（%）

中国 10,613 31.4

2 アメリカ 4,608 13.6

3 インド 2,517 7.4

4 ロシア 1,623 4.8

5 日本 974 2.9

6 イラン 696 2.1

7 インドネシア 652 1.9

8 ドイツ 612 1.8

9 韓国 549 1.6

10 サウジアラビア 533 1.6

11 カナダ 523 1.5

12 ブラジル 414 1.2

13 南アフリカ 394 1.2

14 メキシコ 380 1.1

15 オーストラリア 355 1.0

その他 8,369 24.8

各国の排出量の合計
(世界の排出量)

33,812

引用：温室効果ガスインベントリオフィス／全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト

https://www.jccca.org/
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世界・主要国のCO2排出量の推移

◆EU、米国、日本は国内排出量としては継続
的に低減が続いている

◆先進国から、途上国へのCO2原単位の高い
製造業の移転が起こっている。

◆世界全体では、経済とCO2排出量のカップリング
は続いている。

◆大きく減少した時は、経済（GDP、所得）も悪
化している状態。

◆世界の排出量を簡単に減らせる状況にはない。
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2025年のCO2収支の初期評価 注）

2025年、化石燃料起源の放出量は継続して増加傾向にある一方、陸域の吸収量はエルニーニョ以前のレベル
まで回復の見込み

世界の化石燃料起源のCO2放出量は2024年から1.1%（0.2%から2.2%の間）増加する見込み
中国やインドの放出量は過去10年間（2015-2024年）の増加傾向と比べて小さいものの、2025年も増加が

見込まれる。一方、アメリカやヨーロッパの放出量も、 2025年は気象条件の変化などにより、増加が見
込まれる。

南アメリカの森林伐採・森林劣化の減少により、土地利用変化によるCO2放出量は減少する見込み

土地利用変化による放出量はピークを迎えた1990年後半から減少傾向にあり、特に過去10年間ではその
傾向が顕著になっている。

化石燃料起源と土地利用変化を併せた合計の人為起源CO2放出量の増加速度は過去10年間で緩やかに

（2015-2024年は年0.3%、その前の10年間は年1.9%の増加）
2025年の人為起源のCO2放出量は422億トン（CO2換算）で、化石燃料起源の増加分は土地利用変化の減
少で相殺されている。

1.5℃目標に向けた“残余炭素予算”はほぼ使いきった
2024年の気温上昇幅（産業革命以前と比べて）は1.36℃であり、気温上昇を1.5℃以下に抑えるという目
標に対して許容される今後のCO2放出量（残余炭素予算）は1700億トン（CO2換算）になる。これにより、

2025年レベルの放出量が続けば4年で使い果たすと見込まれる。
2024年に大きく減少した陸域の正味CO2吸収は2025年にエルニーニョ以前のレベルに回復する見込み

炭素収支の統合解析により、過去10年間では、人為的に大気へと放出されたCO2の21%を陸域が、29％を

海洋が吸収していると見積もられている。
大気CO2濃度の年平均値は2025年に425.7 ppmに達する見込み

気候変化により陸域と海洋の吸収が弱まり、その影響は1960年からの大気CO2濃度の上昇に対して8％寄

与したと見積もられた。

注） 詳細は、Global Carbon Project本部による プレスリリースに記載。

https://www.cger.nies.go.jp/gcp/pdf/20251113/GCB%202025%20press%20release.pdf
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主要10か国・地域のGHG排出削減目標と
      次期NDC提出状況

2035年目標▲66.25〜72.５％
2040年目標▲90％ （2025年11月)

（2025年11月)

（2025年10月)

EU統一案に統合

EU統一案に統合

EU統一案に統合

（2025年11月)

（2025年11月)

（2025年11月)

2035年目標▲ 7〜10％

(2030年比)

2035年目標▲ 53〜61％
(2018年比)

出典：平成６年度エネルギーに関する年次報告（エネルギー白書2025）より抜粋 （筆者加筆：赤字）
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主要10か国・地域におけるGHG排出削減率・
最終エネルギー消費量削減率・非化石電源比率

出典：平成６年度エネルギーに関する年次報告（エネルギー白書）より抜粋
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主要10か国・地域におけるGHG排出削減率・
最終エネルギー消費量削減率・非化石電源比率

出典：平成６年度エネルギーに関する年次報告（エネルギー白書）より抜粋
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我が国の温室効果ガス排出量の推移

2023年
・CO2排出量は9億89百万t

(前年比4200万トン減)
・GHG排出量は10億71百万t(CO2換算)

2022年
・CO2排出量は10億31百万t

(前年比3200万トン減)
・GHG排出量は11億16百万t(CO2換算)

出典）環境省：2023年度の温室効果ガス排出・吸収量（詳細）より
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セクター別GHG排出のトレンド

JRC SCIENCE FOR POLICY REPORT GHG EMISSIONS OF ALL WORLD COUNTRIES 2025
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森林等の吸収源対策による吸収量の推移

出典）環境省：2023年度の温室効果ガス排出・吸収量（詳細）より



メインカラー

AIST RED Black

テキスト テキスト

テキスト テキスト

テキスト テキスト

領域カラー

エネ・環境 生命工学 情報・人間 材料・化学

エレ・製造 地質調査 量子・AI計量標準

サブカラー

テキスト テキストテキスト

Green BlueOrange Purple

テキスト

16

CO2の部門別排出量（電気・熱配分前の推移）

出典）環境省：2023年度の温室効果ガス排出・吸収量（詳細）より
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CO2の部門別排出量（電気・熱配分後の推移）

出典）環境省：2023年度の温室効果ガス排出・吸収量（詳細）より
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部門別、主体別の排出量の内訳(2023年度）(電気・熱配分後)

出典）環境省：2023年度の温室効果ガス排出・吸収量（詳細）より
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エネルギー需給の実績と見通し

出典：総合エネルギー統計（2024年度速報）、2040年度におけるエネルギー需給の見通しをもとに資源エネルギー庁作成
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GHG排出量削減経路の想定

世界全体では、1.5℃シナリオ＋2030年各国NDCs＋主要先進国は2050年CN（線形排出削減）を想定

3.8億t

7.6億t

5.64億t

G
H

G
排
出
量
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日本のCNのイメージ：一次エネルギー供給

海外再エネ（グリーン水素）の利用（水素、アンモニア、
合成メタン、合成燃料、バイオ系エネルギーの輸入）

海外CO2貯留層の利用（燃焼前CO2回収）（ブルー水素（アン

モニア等含む）の輸入）

BECCS, DACCS

植林, 鉱物化（ｺﾝｸﾘー ﾄへの
CO2吹込）, ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞﾝ 等

CCS無し

化石燃料

脱炭素
エネルギー

残余の

化石燃料

化石＋CCS

再エネ

原子力

【海外資源の利用】

【国内の一次エネルギー供給】

省エネ、物質・サービスに体化
されたエネルギーの低減
（DX, Society 5.0含む）

国内再エネ

再エネ拡大のための
需給対策（含む蓄電池）

CCS付き化石燃料

原子力

海外CO2貯留層
の利用（燃焼後）

国内CO2貯留

【海外資源の利用】

オフセット

✓ カーボンニュートラル（正味ゼロ排
出）実現においても、省エネは重要

✓ 残るエネルギーは、カーボンニュー
トラル実現のためには、原則、原子
力、再エネ、CO2回収・貯留（CCS）
の３つで構成することが必要

✓ 海外の再エネ、CCS活用手段とし
て、水素などの利用も重要

✓ CCS無しの化石燃料利用がある場
合には、CDRのような負の排出技
術でオフセットが必要

BECCS：バイオエネルギー＋CO2回収・貯留

DACCS：大気中CO2直接回収・貯留
CO2除去技術（CDR）第19回再生可能エネルギー世界展示会＆フォーラム：RITE秋元氏講演資料より抜粋
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2040年のエネルギー需給見通し：再エネ構成

出典：中央環境審議会地球環境部会2050年ネットゼロ実現に向けた気候変動対策検討小委員会・産業構造審議会イノベーション・環境分科会
地球環境小委員会中長期地球温暖化対策検討WG 合同会合（第9回）
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【参考】温室効果ガス別の排出削減・吸収量の目標・目安

【単位：100万t-CO2、括弧内は2013年度比の削減率】

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/ondanka/kaisai/dai52/siryou1-1.pdf
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1. 温室効果ガス排出のトレンドと削減経路

• 世界の二酸化炭素排出量

• 主要国の中・長期目標と各国の取組み

• 我が国のGHG排出の経緯と削減経路

2. CN政策とGI基金成果の展望

• 脱炭素電源、再生可能エネルギーの展開

• CCSの状況

• GI基金の現状と将来展望

3. まとめ

目次
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日本における電力需要の見通し

人口減少や節電・省エネ等により家庭部門の電力需要は減少傾向だが、データセンターや半導体工場

の新増設等による産業部門の電力需要の大幅増加により、全体として電力需要は増加傾向となった。

科学技術振興機構（JST）は、データセンターによる電力需要は省エネが進んでもなお増加と分析。

出典先：電力広域的運営推進機関「全国及び供給区域ごとの想定」より資源エネルギー庁作成
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再エネの最大限導入

政府は、再エネの主力電源化に向けて、FIT/FIP制度などを活用して再エネの最大限導入を実施。

震災以降、再エネ（全体）を約2.0倍、風力を約2.5倍、太陽光は約20倍まで増加させた。

その結果、国土面積あたりの太陽光設備容量は主要国の中で最大級の水準に到達。

（出典）外務省HP（https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/index.html）、IEA Renewables 2024、
2024年度エネルギー需給実績（速報）、FIT認定量等より作成
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太陽光発電・風力発電の設備容量の推移

• FIT（固定価格買取制度）の導入で、太陽光発電の導入は加速
• 風力発電は、環境アセスメントのタイムラグや、系統容量の壁に阻まれ伸び悩むも増加傾向へ

環境省：2022年度の温室効果ガス排出・吸収量（詳細）より
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【参考】脱炭素電源の立地状況

ゼロエミベイ総会・経産省講演資料より
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再生可能エネルギー海域利用法の施行等の状況

総合資源エネ調基本政策分科会2024.5.15
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次世代エネルギー開発の方向性

2025.12.18 第13回GX実現に向けた専門家ワーキンググループ資料より
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【参考】これまでの取組・現状（次世代型太陽電池）

2025.12.18 第13回GX実現に向けた専門家ワーキンググループ資料より
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【参考】洋上風力発電の意義

2025.12.18 第13回GX実現に向けた専門家ワーキンググループ資料より
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【参考】これまでの取組・現状（浮体式等洋上風力発電）

2025.12.18 第13回GX実現に向けた専門家ワーキンググループ資料より
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【参考】これまでの取組・現状（次世代地熱）

2025.12.18 第13回GX実現に向けた専門家ワーキンググループ資料より
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原子力発電の現状
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【参考】エネルギー動向分析：脱炭素電力の重要性について
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1. 温室効果ガス排出のトレンドと削減経路

• 世界の二酸化炭素排出量

• 主要国の中・長期目標と各国の取組み

• 我が国のGHG排出の経緯と削減経路

2. CN政策とGI基金成果の展望

• 脱炭素電源、再生可能エネルギーの展開

• CCSの状況

• GI基金の現状と将来展望

3. まとめ
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CCS事業に関する世界動向

 CCS事業は、これまでEORなど資源開発に付随する範囲で成立してきたが、近年欧米では、炭素価格等の
制度と組み合わせた政府支援を受けることなどで、発電や一般産業でも投資決定に至る事例が出ており、

建設段階のプロジェクトが急増。
欧州･アジアでは、海外からのCO2と合わせて自国のCO2を効率的に貯留すべく、CO2越境輸送に関する制
度整備が進む。

（出典）GLOBAL STATUS OF CCS 2025（Global CCS Institute）
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CCS事業法の施行時期
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先進的CCS事業について

2030年代初頭からの事業開始に向けて、横展開可能なビジネスモデルを確立するために模範となる先進性のある

プロジェクトを選定し、「先進的CCS事業」として調査等に係る支援を行っている。

特定区域第１号・試掘工事開始

特定区域第２号
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（参考）北海道苫小牧市沖における試掘の開始

2025年12月3日第10回カーボンマネジメント小委員会 資料３抜粋
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（参考）千葉県九十九里沖の特定区域指定

2025年12月3日第10回カーボンマネジメント小委員会資料３抜粋
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浮体式洋上圧入CCS技術の検討
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グリーンイノベーション基金事業の進捗と変化

直近の主な取組追加及び新規PJの組成

既存PJへの取組追加（２５年３月部会）
グリーン電力の普及促進のために特に重要な次世代型太陽電池、洋上風力発電
について、他国との競争環境や海外展開を見据えて今後拡充すべきものとして、
• 次世代型太陽電池（ペロブスカイト太陽電池）PJにおいて、タンデム型ペ

ロブスカイトを追加
• 浮体式洋上風力発電の低コスト化PJにおいて、実証海域（大水深等の過酷

環境）等を追加
2050年カーボンニュートラル実現に向けた鍵となる水素について、特にその製
造に係る技術の多様化に向けて今後拡充すべきものとして、
• 再エネ等由来の水電解による水素製造PJにおいて、

SOEC（固体酸化物電解セル）方式を追加

新規PJの組成（２５年１１月部会）

グリーン電力の普及促進に向けて、次世代型太陽電池、浮体式洋上風力発電の
ほか、我が国の強みを活かしつつ研究開発・実証を加速すべきものとして、
• 次世代型地熱技術の開発PJを新規組成

グリーンイノベーションプロジェクト部会
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直近の主な計画見直し事例（抜粋）

JERA（水素混焼技術実証）
・水素混焼ガスタービン設備の構築に向けて、必要な水素量、設備改造、水素気

化器等に関する実現可能性調査を実施
・一定の成果は得られたが、国内外において同様の実証試験が複数実施されてお

り、本事業において大規模な資金を投入して類似の設備改造等を行う意義に乏
しい状況であるため、NEDOの外部有識者審査において事業中止を判断

出光（グリーンアンモニア製造技術開発）

・再エネ由来の「グリーンアンモニア」を簡易に製造できる技術（水から水素を
作るプロセスを省略）を開発

・一定の成果は得られたが、昨年度における技術目標が未達（目標の２割に満た
ない製造効率）であり、今後の見通しも得にくいことから、NEDOの外部有識
者審査において事業中止を判断 。今後も出光は研究を継続

ENEOS（合成燃料の開発）
・CO₂と再エネ由来水素を原料とする合成燃料の製造技術開発を進める中で、建

設市況の高騰等により、実施企業が産構審WGに申し出を行い、パイロットプ
ラント（300BPD）の建設・試験の中止を議決

・経済性の観点から、再エネ由来水素の代替としてバイオ資源を活用した合成燃
料の開発に切り替え（GI基金外で実施）

グリーンイノベーションプロジェクト部会
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GI基金事業の現在のプロジェクト構成

拠出決定額：約2兆4,479億円（2025年12月末時点）

グリーンイノベーションプロジェクト部会
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GI基金事業の現プロジェクトの領域別の整理

グリーンイノベーションプロジェクト部会
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まとめ

• 1.5℃シナリオと整合的で、日本が2050年CNを達成する排出経路は設定可
能

• 現状、オントラックでGHG排出削減が進行しているように見えるが、産
業の停滞も大きな要因。産業の海外依存の進行などによるカーボンリー
ケージを懸念

• 最終エネルギー需要量は低下が見込まれるが、IT関連の需要増と電化に
よって、電力需要量は大きく増大。安定供給を可能とする政策的措置等が
必要

• 現状では技術の見通しは不確実性が高く、2040年▲73%、2050年CN実現
のためには、「あらゆる選択肢」の追求が肝要

• GI 事業も折返し点を迎え、事業の中止や追加など見直しが進められてい
る。2030年以降のGHG削減効果などの評価が急がれる

• 他方、技術開発が進展しないリスクも考慮することは重要。若干の上振れ
リスクも認識しておくことも必要
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ご清聴ありがとうございました
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